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安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
七
）

―
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝
記
―
―

 

遠
　
　
藤
　
　
　
　
宏

　

本
稿
は
、
駿
河
国
富
士
郡
大
宮
の
佐
野
定
経
（
角
田
桜
岳
）
の
日
記
及
び
角

田
家
の
所
蔵
に
係
る
文
書
類
を
通
し
て
安
藤
野
雁
の
動
向
を
探
っ
た
、
本
誌
前

号
及
び
前
々
号
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿（１
）を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
使

用
す
る
定
経
の
日
記
（「
角
田
桜
岳
日
記
」）
の
底
本
に
つ
い
て
や
、
佐
野
定
経

の
呼
称
を
使
用
す
る
理
由
そ
の
他
、
引
ぎ
継
ぐ
事
柄
は
前
稿
、
前
々
稿
と
同
じ

で
あ
る
。

　

前
稿
に
お
い
て
は
、
定
経
が
江
戸
に
出
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
四
月

（
十
二
月
に
安
政
と
改
元
）
以
後
の
日
記
を
対
象
と
し
た
。
た
だ
そ
こ
で
は
、

野
雁
周
辺
の
人
物
（
信
夫
顕
古
嘯
山
・
津
田
真
道
・
柴
田
収
蔵
・
佐
藤
民
之
助

方
定
）
に
つ
い
て
の
叙
述
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
野
雁

の
行
動
を
中
心
と
す
る
条
文
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
最
初
に
野
雁
の

名
が
現
わ
れ
る
一
条
の
み
を
採
り
上
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お

い
て
は
、
前
稿
に
記
載
し
た
以
後
の
野
雁
を
主
と
し
て
記
す
予
定
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
前
稿
を
収
載
し
た
本
誌
前
号
の
発
刊
後
に
未
見
の
「
桜
岳
日
記（２
）」

に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
野
雁
の
み
な
ら
ず
野
雁
周
辺
の
人
物

達
（
前
稿
記
載
の
人
達
も
含
む
）
の
名
も
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ

て
、
前
稿
の
補
訂
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
来
た
の
で
、
先
ず
そ
の
補
訂
か
ら

行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月
十
八
日
に
大
宮
の
自
宅
を
出
て
江
戸
に
向
い
、

二
か
月
の
江
戸
滞
在
後
、
十
二
月
二
十
五
日
に
帰
宅
し
た
（
３
）。

十
月
以
前
の
定
経

は
江
戸
に
出
よ
う
と
し
て
な
か
な
か
実
行
で
き
な
い
で
い
た
。
こ
の
あ
た
り
の

こ
と
は
前
々
稿
（
注
１
⑵
拙
稿
）
に
お
い
て
述
べ
た
。
よ
う
や
く
実
行
に
移
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
私
に
と
っ
て
は
初
見
で
あ
り
、
前
稿
（
注
１
⑴

拙
稿
）
及
び
前
々
稿
に
お
い
て
は
、
臆
測
を
交
え
た
推
測
を
多
少
述
べ
た
が
、

「
東
行
記
」
が
確
証
を
示
し
て
く
れ
た
。

　

こ
の
年
の
野
雁
は
、
九
月
に
大
宮
か
ら
岩
淵
に
移
っ
て
い
る
（
注
１
⑴
拙

稿
）
の
で
、
こ
の
日
記
に
は
現
れ
な
い
。
津
田
真
道
・
信
夫
顕
古
・
柴
田
収
蔵

ら
の
名
も
見
ら
れ
な
い
。
嘉
永
二
年
の
時
点
で
は
彼
等
が
定
経
の
枠
内
に
入
る

条
件
は
未
だ
整
っ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
塙
次
郎
忠
宝
と
山

崎
知
雄
武
陵
の
名
が
見
ら
れ
る
。

　

塙
忠
宝
と
野
雁
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
多
々
あ
る
（
４
）の
だ
が
、
こ

の
後
に
も
野
雁
・
定
経
と
絡
ん
で
く
る
（
後
述
）。「
東
行
記
」
に
見
ら
れ
る
記

事
は
次
の
二
条
で
あ
る
。
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○
金
銭
出
納
簿　

嘉
永
二
年
十
二
月
十
五
日

一
金
弐
分
弐
朱
ト
弐
百
六
拾
八
文　

塙
先
生
ニ
而
蛍
蝿
錬
御
駒
代

○
日
記　

嘉
永
二
年
十
二
月
十
五
日

…
塙
へ
行
、
二
郎
様
懇
意
ニ
咄
ス
、
古
物
咄
い
ろ

く

○
安
政
二
年
八
月
八
日

一
五
拾
文　

塙
二
男
来
候
節
菓
子
代

　

こ
の
条
文
の
二
男
は
二
郎
の
誤
記
か
も
し
れ
な
い
が
、
呼
び
捨
て
は
な
い
か
。

二
男
が
正
確
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
忠
宝
側
か
ら
定
経
の
宿
に
足
を
運
ぶ
と
い

う
の
は
何
か
格
別
の
理
由
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
菓
子
が
供
さ
れ
て
も
い

る
。
但
し
用
向
き
不
明
。

　

前
二
条
は
同
日
の
こ
と
に
な
る
。「
蛍
蝿
」
は
、
塙
保
己
一
が
編
ん
だ
『
蛍

蝿
抄
』（
全
六
巻
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
錬
御
駒
」
は
全
く
不
明
（
共
に
『
国

書
総
目
録
』
に
不
載
）。『
蛍
蝿
抄
』
は
、
開
化
天
皇
か
ら
後
小
松
天
皇
応
永
年

間
迄
の
間
の
「
夷
賊
来
冦
之
事
」
を
諸
書
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
嘉
永
三
年
刊
。

板
下
は
忠
宝
直
筆（５
）。
定
経
は
時
勢
に
適
っ
た
興
味
を
示
し
て
い
る
。
情
報
収
集

能
力
（
或
い
は
臭
覚
）
は
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
弐
分
弐
朱
」

は
『
蛍
蝿
抄
』
の
代
価
、「
弐
百
六
拾
八
文
」
は
「
錬
御
駒
」
の
代
価
で
あ
ろ

う
。

　

な
お
、
定
経
が
塙
塾
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
或
い
は
野
雁
を

介
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
前
稿
で
採
り
上
げ
た
範
囲

に
お
い
て
も
塙
塾
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
体
は
野
雁
が
関
わ
っ
て
い

る
の
で
続
稿
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

山
崎
知
雄
に
つ
い
て
は
、『
天
理
本
野
雁
集
』
に
、「
山
崎
知
雄
か
校
訂
日
本

紀
略
の
ふ
み
な
り
て
の
竟
宴
に
」
と
い
う
詞
書
の
下
に
一
首
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
６
）。

当
然
、
塙
塾
を
介
し
て
の
関
係
な
の
だ
が
、
定
経
も
多
少
絡
ん
で
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

⑴
金
銭
出
納
簿　

嘉
永
二
年
十
二
月
二
十
日

手
習
ひ
屋
通
、
山
崎
武
陵
来
る

「
武
陵
」
は
知
雄
の
号
。「
東
行
記
」
に
は
右
一
条
の
み
だ
が
、
以
後
に
も
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
ま
と
め
て
記
し
て
お
く
（
７
）。

⑵
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
五
月
十
四
日

ひ
る
前
山
崎
武
陵
子
来
る
、
日
本
紀
略
同
人
参
考
此
度
開
板
相
成
候
を
進

物
ニ
持
来
り
長
話
し
て
帰
る

⑶
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
七
月
八
日

一
暮
後
山
崎
武
陵
子
来
候
、
古
学
の
儀
其
外
何
く
れ
咄
し
、
五
ツ
過
帰
候

⑷
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
十
二
月
二
十
九
日

一
金
弐
分
也　

大
伝
馬
町
裏
通
山
崎
武
陵
子
へ
本
代
、
□
□
恵
遣
ス

⑸
安
政
二
年
八
月
十
日

一
金
弐
分
也　

右
同
人

右
者
巻
物
、
掛
物
其
外
頼
も
の
代
之
内
へ
手
金
と
し
て
遣
候
也
、
使
逸
平

亜
西
亜
図
巻
物
一　

仏
画
三
幅
仕
立
三

武
陵
書
初
掛　

一　

宝
永
之
記
箱
代
等

之
手
へ
遣
し
置
候
也

　
『
日
本
紀
略
』
校
訂
の
仕
事
は
和
学
講
談
所
の
業
務
に
武
陵
が
入
り
込
ん
だ
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も
の
で
あ
り
、
嘉
永
三
年
に
成
り
、
そ
の
後
に
同
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
８
）。
嘉
永

七
年
の
時
点
で
、「
此
度
開
板
相
成
」
と
い
う
の
は
少
し
間
が
空
き
過
ぎ
て
い

る
感
が
あ
る
が
、
了
と
す
べ
き
か
。
そ
れ
を
手
土
産
と
し
て
定
経
の
所
に
持
参

し
た
。
弐
分
は
そ
の
代
価
の
積
り
で
あ
ろ
う
。
⑸
に
は
武
陵
の
書
が
購
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
の
筆
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

武
陵
が
定
経
の
宿
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
不
明
だ
が
、
や
は

り
野
雁
を
介
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
但
し
、
右
掲

の
条
文
に
は
野
雁
の
名
は
出
て
来
な
い
。
野
雁
と
武
陵
の
仲
は
さ
ほ
ど
密
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
の
で
、
野
雁
は
関
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

定
経
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
六
年
、
そ
し
て
七
年
三
月
に
短
期
間

だ
が
伊
豆
を
廻
っ
て
い
る
（
９
）。
そ
の
範
囲
に
は
、
代
官
所
の
あ
る
韮
山
も
含
ま
れ

て
い
る
。
江
戸
に
行
く
目
的
と
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
韮
山
在

の
人
の
中
に
、「
大
石
先
生
」
と
い
う
人
物
が
見
ら
れ
る
。

⑴
嘉
永
六
年
十
月
五
日

一
金
壱
分
也　

花
迺
香
弐
斤

右
者
甲
州
屋
二
男
山
口
氏
逸
平
と
の
、
韮
山
大
石
先
生
、
竹
屋
若
亭
主
、

山
木
む
ら
彦
次
右
衛
門
と
の
等
へ
遣
候
分　

消
石
書
付
入
用

⑵
嘉
永
六
年
十
月
八
日

昼
後
り
大
石
先
生
方
へ
行
何
く
れ
咄
ス
、
吾
門
入
之
験
を
致
ス
（
中
略
）

且
大
石
氏
ゟ
南
レ
総
詩
藁
を
も
ら
ふ

⑶
嘉
永
六
年
十
月
八
日

一
金
壱
分
也　

大
石
先
生
へ
門
入
之
謝
儀

⑷
嘉
永
七
年
四
月
十
二
日

大
石
先
生
ニ
逢
ふ

⑸
嘉
永
七
年
四
月
十
五
日

一
金
弐
朱
也　

大
石
氏
江
年
始
之
分
遣
ス

⑹
嘉
永
七
年
四
月
二
十
九
日

御
台
所
ニ
罷
在
候
石
井
某
ニ
大
石
先
生
ゟ
の
書
状
と
ゝ
け
る

　

こ
の
大
石
先
生
は
大
石
千
秋
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
野
雁
は
、
そ
の
著
『
旅
路

の
草
の
葉
』
に

伊
豆
の
国
韮
山
に
い
た
り
て
大
石
の
千
秋
に
は
し
め
て
逢
た
る
時

と
前
書
き
し
て
詠
歌
を
掲
げ
て
い
る
）
10
（

。
こ
の
年
次
は
明
確
で
は
な
い
が
、
右
掲

個
所
の
前
後
か
ら
推
測
す
る
と
、
嘉
永
二
年
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
年
、
野
雁
は
駿
河
国
（
大
宮
、
岩
淵
な
ど
）
に
滞
留
し
て
い
る
（
前
々
稿
、

注
１
⑹
拙
稿
な
ど
）。
右
掲
の
条
文
に
よ
れ
ば
定
経
も
大
石
千
秋
と
は
初
対
面

で
は
な
い
ら
し
い
が
、
野
雁
と
絡
む
と
こ
ろ
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。「
南
レ
総

詩
藁
」（
総
南
詩
藁
）
と
定
経
は
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
総
南
詩
稿
」
の

誤
記
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
）
11
（

。
こ
の
書
は
漢
詩
集
で
、
著
者
が
南
総
州
に
住

し
て
い
た
時
の
作
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
名
は
大
石
大
年
、
号
公
潤
、

別
号
梅
識
。
刊
年
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
ら
し
い
（
注
11
参
照
）。
大
年

と
大
石
千
秋
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。
大
年
は
長
年
住
ん
で
い
た
総
州
南

部
か
ら
江
戸
向
島
寺
島
村
（
現
向
島
四
丁
目
）
に
居
を
移
し
家
塾
を
開
い
た

（
題
言
。
菊
地
中
正
作
）。
甲
辰
年
（
弘
化
元
年
）
の
総
南
で
の
作
が
収
め
ら
れ
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て
い
る
の
で
、
江
戸
移
住
は
刊
年
に
近
い
年
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
没
年
未

詳
。
一
方
、
千
秋
は
伊
豆
菲
山
在
。
明
治
元
年
没
、
五
十
八
歳
（『
国
学
者
伝

記
集
成
』）
だ
か
ら
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
当
時
は
四
十
三
歳
。
千
秋
の
号

が
梅
嶺
で
大
年
の
梅
識
と
近
似
す
る
。
千
秋
は
大
年
の
子
（
養
子
）
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
父
の
近
刊
を
定
経
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。

　

大
石
千
秋
に
関
し
て
は
、『
国
学
者
伝
記
集
成
』
の
短
か
な
文
し
か
得
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
定
経
の
日
記
に
よ
っ
て
僅
か
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な

情
報
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

右
掲
の
⑹
は
、
出
府
し
た
定
経
が
何
は
さ
て
置
き
、
本
所
の
韮
山
代
官
役
所

出
先
き
に
挨
拶
に
出
向
い
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
日
の
記
事
に
は
、「
御

伝
馬
一
条
」
や
「
硝
石
の
事
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
（
掲
示
は
省
略
し
た
）。

「
豆
行
記
」
に
も
こ
の
二
項
は
複
数
回
記
さ
れ
て
い
て
、
定
経
の
江
戸
行
き
の

主
目
的
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
（
前
稿
に
お
い
て
は
、
硝
石
絡
み
の
行
動
の
理

由
は
不
明
と
記
し
た
）。

　

な
お
、「
豆
行
記
」
に
は
、「
一
金
弐
分
也　

津
田
様
遣
ひ
」（
嘉
永
七
年
三

月
八
日
条
）、「
一
五
百
文　

荒
の
角
代
此
分
韮
山
ニ
罷
在
候
津
田
様
へ
遣
ス
つ

も
り
」（
同
年
三
月
十
一
日
条
）
な
ど
の
よ
う
に
、
津
田
の
名
が
見
出
せ
る
。

こ
の
人
物
は
津
田
真
道
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
も
す
る
が
、
そ
う
で
は

な
く
、「
支
配
江
戸
元
締
津
田
橘
六
殿
」（
安
政
二
年
五
月
六
日
条
）
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
真
道
は
、
嘉
永
六
年
に
既
に
開
田
（
皆
伝
）
太
郎
（
真
一
郎
）
と

改
名
し
て
い
る
し
、
定
経
の
日
記
に
お
い
て
は
、
真
道
の
こ
と
は
一
貫
し
て
皆

伝
で
通
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
真
道
が
韮
山
に
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
証

し
も
認
め
難
い
。

　

定
経
は
、
嘉
永
七
年
四
月
（
詳
細
は
後
記
）
江
戸
に
出
た
。
そ
の
時
の
こ
と

を
前
稿
で
採
り
上
げ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
五
月
十
七
日
以
後
の
分
で
あ
っ
た
）
12
（

。

今
回
採
り
上
げ
る
の
は
、
五
月
十
七
日
以
前
の
分
で
あ
る
）
13
（

。

　

四
月
十
日
に
定
経
は
大
宮
を
出
て
沼
津
か
ら
韮
山
に
入
り
、
そ
こ
で
代
宮
役

所
と
の
最
終
（
恐
ら
く
）
の
詰
め
を
行
っ
て
、
十
三
日
、「
吾
出
府
と
決
着
ス
、

昼
後
書
面
出
ス
」（「
豆
行
記
」）
と
な
る
。
十
五
日
三
島
、
十
八
日
に
江
戸
着
、

浅
草
笠
倉
屋
泊
、
二
十
二
日
「
昼
ヨ
リ
馬
喰
町
二
丁
目
伊
勢
屋
嘉
兵
衛
方
エ
引

移
ル
」（「
東
行
記
」）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
前
稿
で
は
、
定
経
の
江
戸
で

の
滞
留
先
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
詮
索
し
た
が
、
結
果
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た

が
全
く
の
無
駄
で
あ
っ
た
。

　

以
後
、
前
稿
の
欠
を
補
訂
す
る
必
要
の
あ
る
条
文
を
追
っ
て
い
く
が
、
野
雁

周
辺
の
人
々
の
分
に
つ
い
て
先
ず
採
り
上
げ
て
い
く
。
な
お
、
関
連
す
る
条
文

は
前
稿
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
掲
示
し
な
か
っ
た
。
必
要
な
記
事
が
多
量
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
極
力
全
条
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

津
田
真
道

⑴
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
八
月
二
十
九
日

廿
七
日
皆
伝
太
郎
三
河
□
□
抔
□
め

⑵
安
政
二
年
四
月
六
日

一
金
三
朱
也　

江
戸
町
壱
丁
め
大
口
皆
伝
、
新
発
田
三
人
之
節
□
□
半
分

⑶
安
政
二
年
四
月
十
九
日
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一
金
壱
分
也　

魚
屋
徳
二
郎
□

先
日
皆
伝
氏
来
候
節
□
□

⑷
安
政
二
年
五
月
十
一
日

今
日
皆
伝
氏
来
り
書
画
会
ニ
不
行　

高
原
ゟ
香
の
物
を
贈
ル

⑸
安
政
二
年
五
月
二
十
四
日

シ
バ
タ
、
皆
伝
来
る
か

⑹
安
政
二
年
五
月
三
十
日

夜
皆
伝
・
原
田
・
高
原
来
ル

一
弐
百
文　

皆
伝
子
来
る
、
又
伊
東
塾
備
中
原
田
圭
兵
衛
来
る
、
右
之
節

野
田
屋
ニ
而
酒
代

⑺
安
政
二
年
六
月
十
五
日

一
四
拾
八
文　

ろ
う
そ
く
弐
丁
代　

今
宵
皆
伝
子
来
泊

⑻
安
政
二
年
七
月
二
十
八
日

一
金
壱
両
也　

皆
伝
氏
へ
コ
ー
ル
ド
翻
訳
料
ノ
内
ヘ
渡
ス

⑼
嘉
永
七
年
（
月
日
不
明
）

一
金
壱
両　

信

一
金
弐
分　

安

一
金
壱
両　

越
後

一
金
壱
両　

新
発

一
金
壱
両　

開
伝

（
中
略
）

〆
金
拾
四
両
弐
朱
也

　

定
経
は
、
真
道
が
来
た
の
で
外
出
を
中
止
し
た
り
、
宿
泊
さ
せ
た
り
と
、
前

稿
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
た
の
と
同
じ
様
な
密
な
関
係
が
二
人
の
間
に
は
伺
わ

れ
る
。
⑷
の
「
香
の
物
を
贈
ル
」
は
「
香
の
物
を
贈
ら
ル
」
の
こ
と
か
。
⑻
の

コ
ー
ル
ド
は
不
明
。
外
国
語
は
真
道
の
分
野
。
翻
訳
し
た
分
量
が
ど
の
く
ら
い

か
は
不
明
だ
が
、
壱
両
と
は
高
額
の
範
囲
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
⑼
の
開
伝
の
分

の
壱
両
は
こ
の
翻
訳
料
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
⑼
の
信
は
信
夫
、

安
は
安
藤
、
新
発
は
新
発
田
の
略
記
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
野
雁
が
受
け
取
っ

た
弐
分
は
他
の
三
人
に
比
し
て
少
額
だ
が
、
仕
事
の
質
の
差
で
あ
ろ
う
。

　

日
記
の
他
の
個
所
に
は
翻
訳
書
を
購
入
す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
翻
訳
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
の
積
極
性
を
見
せ
て
い
る
。
定

経
の
興
味
の
範
囲
は
限
度
が
無
い
ほ
ど
広
い
（
そ
の
一
端
は
前
稿
に
お
い
て
も

示
し
た
）。

信
夫
嘯
山

⑴
嘉
永
七
年
八
月
三
十
日

一
金
壱
分
也　

信
夫
嘯
山
子
へ
環
海
異
聞
筆
工
紙
代
渡
ス

⑵
安
政
元
年
（
嘉
永
七
年
）
十
二
月
三
十
日

一
金
壱
両
也　
蔦
之
屋
検
校
内
信
夫
嘯
山
子
へ
写
本
い
ろ

く
之
代

⑶
安
政
二
年
四
月
二
十
七
日

一
金
弐
朱
也　

仲
道
絵
図
入
用
ノ
内
、
信
夫
氏
・
大
久
保
行
入
用
□
□

⑷
安
政
二
年
五
月
一
日

一
金
壱
朱
也　

仲
道
絵
図
入
用　

信
夫
子
へ
渡
、
二
日
ハ
ア
シ
ノ
ヤ
□
直
ニ

天
台
へ
行
候
積
故
□
□
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⑸
安
政
二
年
五
月
四
日

一
金
弐
朱
也　

仲
道
図
入
用
信
夫
氏
へ　

同
村
郡
圏
印
紙
代
等

⑹
安
政
二
年
五
月
五
日

出
金
壱
朱
也　

信
夫
氏
下
駄
代

⑺
安
政
二
年
五
月
七
日

今
日
信
夫
氏
来
り
絵
図
を
し
ら
ふ
る
、
野
雁
子
と
仲
道
書
ニ
か
ゝ
る

一
金
壱
朱
也　

信
夫
氏
へ
遣
ス
仲
道
絵
図
入
用
也

⑻
安
政
二
年
五
月
十
八
日

一
金
弐
朱
ト
三
百
三
拾
文　

両
国
米
沢
町
深
川
亭
酒
食
分
、
新
発
田
・
野

雁
・
信
夫
子
等
と

⑼
安
政
二
年
五
月
二
十
日

一
金
壱
分
也　

信
夫
氏
へ
仲
道
図
等
之
事
ニ
付
渡
ス

⑽
安
政
二
年
五
月
二
十
五
日

一
金
壱
両
也　

信
夫
嘯
山
子
へ
遣
ス　
同
人
此
度
御
船
前
江
分
居
い
た
し
候
ニ
付
此
迄
写
本
等

い
た
し
候
料
之
内
へ
恵
ミ

⑾
安
政
二
年
五
月
二
十
六
日

今
日
信
夫
氏
分
居
春
日
手
伝
行

⑿
安
政
二
年
五
月
二
十
七
日

夕
春
吉
同
道
深
川
行
、
信
夫
氏
宅
エ
寄

⒀
安
政
二
年
六
月
一
日

昼
ヨ
リ
シ
ノ
ブ
子
・
シ
バ
タ

⒁
安
政
二
年
八
月
九
日

一
五
拾
文　

野
雁
子
・
信
夫
子
等
来
り
鍵
屋
之
伝
を
書
候
節
菓
子
代

⒂
安
政
二
年
八
月
十
二
日

一
金
壱
両
也　

信
夫
嘯
山
老
へ
遣
ス
、
仲
道
絵
図
并
筆
工
料
等
也

⒃
安
政
二
年
八
月
十
三
日

一
金
弐
朱
也　

長
谷
川
鯤
溪
子
へ
遣
分
、
信
夫
氏
へ
頼
む

　

以
上
、
前
稿
に
お
い
て
は
大
量
な
の
で
割
愛
し
た
条
文
の
掲
示
を
行
っ
て
み

た
。
前
稿
と
比
較
し
て
全
く
新
し
い
と
い
う
よ
う
な
事
柄
は
少
い
。
⑵
の
蔦
之

屋
検
校
の
と
こ
ろ
に
入
り
込
ん
で
い
る
ら
し
い
点
は
初
見
だ
が
、
定
経
の
た
め

に
写
本
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
地
球
儀
に
関
わ
る
こ
と
で
働
い
て
い
る
こ
と
な

ど
。
仲
道
絵
図
と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
地
球
儀
用
の
絵
図
面
の
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。
嘯
山
が
御
舟
蔵
前
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
は
前
稿
で
採
り
上

げ
た
日
記
に
よ
っ
て
も
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
⑽
に
よ
っ
て
、
隠
居
し
て

分
居
し
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
嘯
山
と
野
雁
と
芦

ノ
屋
の
関
係
に
つ
い
て
は
野
雁
著
『
せ
き
山
』
を
通
し
て
わ
か
っ
て
い
る
（
前

稿
）
の
だ
が
、
⑷
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

新
発
田
収
蔵

⑴
嘉
永
七
年
五
月
十
一
日

一
夕
方
佐
土
新
発
田
某
著
述
万
国
地
名
捷
覚
を
見
る

⑵
安
政
元
年
（
嘉
永
七
年
）
十
二
月
三
十
日

一
金
弐
分
也　

三
州
屋
ニ
而
新
発
田
両
人
入
用

⑶
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）（
月
日
不
記
）

一
金
壱
両　

新
発
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⑷
安
政
二
年
四
月
六
日

一
金
三
朱
也　

江
戸
町
壱
丁
め
大
口
皆
伝
・
新
発
田
三
人
之
節
□
□
半
分

⑸
安
政
二
年
四
月
七
日

一
金
壱
両
也　

成
田
屋
へ
払
、
二
月
下
旬
新
発
田
両
人
行
節
之
分

⑹
安
政
二
年
四
月
十
四
日

一
金
三
朱
也　

今
戸
□
屋
ニ
而
松
浦
竹
四
郎
・
新
発
田
三
人
酒
食
代

⑺
安
政
二
年
五
月
十
二
日

一
金
弐
朱
ト
百
文　

新
発
田
収
蔵
子
と
天
王
町
一
力
亭
ニ
而
酒
食
夕
方
也

⑻
安
政
二
年
五
月
十
三
日

昨
夜
桜
楼
へ
新
発
田
両
人
泊
す

⑼
安
政
二
年
五
月
十
八
日

一
金
弐
朱
ト
三
百
三
拾
文　

両
国
米
沢
町
深
川
亭
酒
食
分
、
新
発
田
・
野

雁
・
信
夫
子
等
と

⑽
安
政
二
年
五
月
二
十
四
日

シ
バ
タ
、
皆
伝
来
る
か

⑾
安
政
二
年
六
月
一
日

昼
ヨ
リ
シ
ノ
ブ
子
・
シ
バ
タ

⑿
安
政
二
年
六
月
二
日

一
金
壱
朱
也　

新
発
田
収
蔵
子
来

⒀
安
政
二
年
七
月
二
十
八
日

一
金
弐
朱
也　

池
の
端
仲
町
ニ
而
新
発
田
両
人
酒
食
代

一
金
壱
分
也　

大
和
楼
入
用
分　

内
金
壱
朱
也　

新
発
田
分

⒁
安
政
二
年
八
月
二
日

一
金
弐
分
也　

七
月
十
三
日
新
発
田
・
徳
三
郎
同
道
丸
熊
之
分
田
中
屋
へ

相
渡
候

入
金
弐
朱
也　

新
発
田
ゟ
入

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
飲
食
費
関
係
で
、
定
経
が
支
払
っ
て
い
る
が
、
⒁
で
は

収
蔵
は
恐
ら
く
自
分
の
分
を
定
経
に
渡
し
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
⑴
で

あ
ろ
う
。
前
稿
に
お
い
て
は
収
蔵
が
登
場
す
る
の
は
安
政
二
年
二
月
以
後
と
記

し
た
が
、
⑴
⑵
⑶
は
そ
れ
以
前
に
な
る
。
そ
し
て
⑴
の
条
文
は
、
定
経
は
収
蔵

本
人
を
未
だ
知
っ
て
い
な
い
。
こ
の
時
点
で
収
蔵
の
著
書
を
通
し
て
、
地
球
儀

作
製
に
利
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
何
ら
か

の
つ
て
に
よ
っ
て
収
蔵
と
接
触
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
は
彼
か
ら
多
く
の

助
力
を
得
て
い
る
（
前
稿
）。

　

ま
た
⑼
で
は
、
野
雁
と
も
会
食
し
て
い
る
。
前
稿
に
お
い
て
は
、
両
者
の
絡

み
合
い
は
定
経
の
日
記
に
よ
っ
て
は
明
白
で
は
な
い
と
記
し
た
が
、
訂
正
が
必

要
で
あ
る
。
な
お
、「
井
出
様
内
柴
田
氏
へ
遣
ひ
候
菓
子
代
」（
安
政
二
年
七
月

二
十
日
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
柴
田
と
い
う
表
記
や
井
出
様
内
と
い
う
叙

述
に
よ
れ
ば
収
蔵
と
は
別
人
と
思
わ
れ
る
。

佐
藤
民
之
助

　

こ
の
人
が
定
経
側
の
資
料
に
出
て
く
る
の
は
極
め
て
少
い
こ
と
、
前
稿
に
お

い
て
も
記
し
た
。
今
回
の
分
に
お
い
て
は
一
個
所
に
見
ら
れ
る
。

○
安
政
二
年
八
月
十
二
日

一
金
弐
朱
也　
塩
町
春
梅
屋
九
兵
衛
殿
佐
藤
民
之
助
先
生
へ
遣
ひ
も
の
半
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切
代

　

佐
藤
民
之
助
方
定
は
医
師
と
し
て
成
功
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
定
経
の
と

こ
ろ
で
長
話
し
や
酒
食
に
時
間
を
費
し
て
い
る
暇
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
付
き
合
い
は
し
っ
か
り
と
有
り
、
定
経
か
ら
の
挨
拶
が
ち
ゃ
ん
と
な

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
外
に
も
う
一
人
、
前
稿
で
対
象
と
し
た
日
記
の
範
囲
内
な
の
だ
が
、

採
り
上
げ
て
お
く
。

黒
川
春
村

　

春
村
は
『
碩
鼡
漫
筆
』『
金
石
銘
文
鈔
』
な
ど
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
彼
の
名
が
野
雁
の
著
に
見
ら
れ
る
。『
万
葉
集
新
考
二
十
六
』
の
、「
阿

胡
之
海
」（
万
葉
集
巻
一
三
・
三
二
四
三
）
の
注
釈
に
「
黒
河
氏
春村

云
ク
凡
て

国
々
の
阿
胡
奈
胡
多
胡
な
と
は
皆
和
の
意
に
て
海
の
和
や
か
な
る
処
の
名
な

り
」
と
記
し
て
い
る
。
定
経
の
日
記
に
は
次
の
五
個
所
に
見
え
る
。

⑴
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
二
十
三
日

一
金
壱
分
也　

黒
川
春
村
先
生
へ

右
ハ
吉
沢
翁
伝
校
合
頼
、
其
外
相
談
ノ
事
ア
リ
テ
遣
ス

⑵
元
治
元
年
六
月
二
十
四
日

今
八
ッ
頃
ヨ
リ
向
両
国
大
徳
院
地
面
春
村
先
生
へ
行
何
ク
レ
咄
シ
（
略
）

⑶
元
治
元
年
七
月
十
六
日

七
ッ
頃
ヨ
リ
春
村
主
方
へ
行
（
略
）

⑷
元
治
元
年
七
月
十
七
日

春
村
主
来
ル
、
九
ッ
過
帰
る

⑸
元
治
元
年
七
月
十
八
日

黒
川
春
村
主
来
リ
候
故
昼
食
出
ス

　

吉
沢
翁
の
伝
記
作
成
に
定
経
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
他
の
個
所
に
も
見
ら

れ
る
）
14
（

。
定
経
と
春
村
と
の
関
係
は
こ
の
伝
記
に
つ
い
て
の
事
に
限
定
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
。
一
か
月
未
満
で
終
っ
て
い
る
。
春
村
は
塙
忠
宝
や
山
崎
知
雄
と
も

交
渉
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
、
野
雁
や
定
経
が
加
わ
っ
て
も
不
思
儀
は
な

い
。
た
だ
、
定
経
の
日
記
の
中
で
は
野
雁
と
春
村
は
交
っ
て
は
い
な
い
。『
万

葉
集
新
考
』
内
の
野
雁
の
言
が
春
村
か
ら
の
口
述
に
よ
る
の
か
或
い
は
著
書
か

ら
の
引
用
な
の
か
も
判
然
と
し
な
い
。
春
村
の
著
し
た
『
碩
鼡
漫
筆
』
に
「
阿

胡
の
海
の
弁
」
と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
、
万
葉
集
中
の
「
阿
児
」「
奈
呉
」「
多

古
」
等
の
用
例
を
拾
っ
て
、「
和ナギ
の
義
」
と
述
べ
て
い
る
。
野
雁
の
言
に
間
違

い
は
な
い
。『
碩
鼡
漫
筆
』
の
序
文
は
安
政
六
年
六
月
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
ろ
の
野
雁
の
居
処
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
は
っ
き
り
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
年
、

武
州
大
国
魂
神
社
の
猿
渡
盛
章
七
十
賀
に
賛
歌
を
詠
ん
で
い
る
（『
類
題
新
竹

集
』）
の
で
、
江
戸
在
住
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
少
く
と

も
、
大
宮
に
居
た
定
経
の
日
記
に
は
野
雁
は
現
わ
れ
な
い
。
江
戸
住
ま
い
な
ら

『
碩
鼡
漫
筆
』
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
、
恐
ら
く

購
え
る
経
済
的
余
裕
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
碩
鼡
漫
筆
』
は
、
春
村
が
書

き
た
め
て
い
た
小
文
を
ま
と
め
た
（
序
文
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
野
雁
は
口

頭
で
聞
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
塙
の
塾
で
見
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
。
こ
う
い
う
可
能
性
は
い
く
ら
で
も
推
測
で
き
る
。
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以
上
で
、
定
経
の
日
記
を
通
し
て
の
、
野
雁
に
関
わ
っ
た
人
々
に
つ
い
て
の

前
稿
・
前
々
稿
の
補
訂
を
述
べ
終
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
は
野
雁
に
直
接
関
わ

る
こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
情
報
は
か
な
り
多
量
に
な
る
の

で
、
紙
幅
が
十
分
で
な
く
、
ま
た
も
や
続
稿
に
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
の
余
白
を
使
っ
て
、
定
経
の
日
記
に
見
ら
れ
る
、
野

雁
と
は
直
接
関
わ
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
人
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
の
人
々
の
範
囲
は
、
野
雁
側
の
資
料
に
は
見
出
せ
な
い
人
で
あ
る
こ
と
、
書

画
骨
董
の
作
者
で
は
な
い
こ
と
、
定
経
が
手
に
し
た
書
物
の
著
者
で
は
な
い
こ

と
、
等
に
限
定
し
、
私
の
主
観
的
な
選
択
も
加
わ
っ
て
い
る
。（
採
り
上
げ
る

順
は
不
同
）。

○
草
鹿
砥
宣
隆

三
河
国
宝
飯
郡
の
神
官
で
、『
旋
頭
歌
四
体
』『
万
葉
集
序
歌
抄
』
な
ど
の

著
者
。
定
経
の
日
記
に
は
次
掲
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

⑴
嘉
永
七
年
六
月
二
十
一
日

山
城
屋
弥
市
ミ
せ
ニ
而
府
中
四
郎
兵
衛
と
の
・
三
州
草
鹿
戸
近
江
と
の
な

と
ゝ
長
話
し
て
、
暮
方
宿
江
帰
る

⑵
嘉
永
七
年
七
月
九
日

（
山
城
屋
の
）
ミ
せ
先
ニ
而
参
州
草
鹿
門
某
と
咄
し
、
四
ッ
過
宿
へ
帰
り

（
略
）

⑶
嘉
永
七
年
七
月
十
一
日

一
三
拾
弐
文　

上
葛
代　

三
州
草
廉
戸
氏
来
候
節

　

定
経
は
宣
隆
と
は
出
先
き
の
山
城
屋
で
偶
々
出
会
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
宣
隆
が
三
河
国
か
ら
出
府
し
て
来
た
理
由
は
不
明
。
宣
隆
も
定
経
の
宿
を

訪
れ
て
い
て
、
極
め
て
短
か
い
わ
ず
か
数
日
の
交
渉
だ
が
密
な
交
わ
り
で
あ
る
。

宣
隆
と
野
雁
と
の
直
接
の
交
渉
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
宣
隆
は
八
木
美
穂
や
羽

田
野
敬
雄
と
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
）
15
（

、
野
雁
は
美
穂
・
敬
雄
と
接
し
て

い
る
）
16
（

の
で
、
間
接
的
に
は
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

○
緑
亭
川
柳

五
代
目
川
柳
。
安
政
五
年
八
月
に
七
十
二
歳
で
没
し
た
と
の
こ
と
な
の
で
、

晩
年
の
こ
と
に
な
る
。

⑴
嘉
永
七
年
九
月
八
日

う
ら
河
岸
さ
か
み
や
ゟ
ふ
ね
ニ
而
つ
く
た
へ
行
、
上
総
屋
某
を
尋
ぬ
。
是

川
柳
亭
也
、（
中
略
）
川
柳
と
何
く
れ
咄
ス

一
金
弐
朱
也　

佃
川
柳
亭
老
人
へ
土
産
料

　

定
経
は
、
同
年
五
月
に
『
川
柳
百
卅
八
篇
』
一
冊
を
六
十
四
文
で
購
入
し
て

い
る
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
17
（

。『
柳
多
留
』
百
三
十

八
篇
は
四
代
川
柳
眠
亭
賎
丸
の
編
に
な
る
。
定
経
の
興
味
の
幅
の
広
さ
が
鮮
か

に
見
ら
れ
る
一
齣
で
あ
る
。
幅
の
広
さ
で
言
え
ば
、
も
う
一
人
挙
げ
ら
れ
る
。

○
中
浜
万
次
郎

言
わ
ず
と
知
れ
た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
で
あ
る
。
万
次
郎
は
、
嘉
永
六
年
に
韮

山
代
官
手
付
と
な
っ
て
い
る
。
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⑴
嘉
永
七
年
五
月
七
日

（
浅
草
大
代
地
庄
八
〈
号
、
百
枝
〉
か
ら
）
中
浜
万
次
郎
殿
方
へ
度
々
参

候
由
承
る

⑵
嘉
永
七
年
五
月
二
十
二
日

（
百
枝
方
で
、
あ
め
り
か
の
）
書
た
め
も
の
を
か
り
、
中
浜
万
次
郎
書
面

を
も
ら
ふ

⑶
嘉
永
七
年
六
月
二
十
一
日

（
山
城
屋
忠
兵
衛
と
）
近
日
中
浜
万
次
郎
殿
同
道
、
一
夜
船
ニ
而
咄
し
度
な

と
申
合
せ
候

⑷
嘉
永
七
年
七
月
一
日

（
山
城
屋
は
）
今
宵
花
火
見
ニ
中
浜
万
次
郎
を
つ
れ
百
枝
子
宅
迄
来
候
積

之
段
申

（
山
城
屋
・
定
経
の
船
と
）
四
ッ
過
中
浜
万
次
郎
殿
・
百
枝
・
山
忠
な
ど

の
船
ニ
行
逢
ふ
、
吾
右
の
ふ
ね
ニ
乗
う
つ
り
大
ニ
興
ス
、（
中
略
）
中
浜
氏

ハ
一
ッ
め
橋
ゟ
あ
か
る
。

⑸
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
一
月
二
十
九
日

範
之
進
中
浜
の
漂
流
気（
マ

を
﹅

見
）

る

⑹
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
十
四
日

昼
前
ゟ
山
城
屋
忠
兵
衛
・
中
浜
万
次
郎
・
大
和
屋
源
三
郎
来
ル
、
酒
呑

⑺
元
治
元
年
六
月
二
十
六
日

今
朝
中
浜
万
次
郎
来
ル

⑻
元
治
元
年
八
月
十
九
日

今
朝
神
仙
坐
中
浜
万
次
郎
子
来
暫
話
帰

　

漂
流
記
も
の
も
含
め
外
国
種
の
事
物
・
人
物
に
は
殊
の
外
興
味
を
示
し
て
い

た
定
経
が
、
韮
山
代
官
手
付
と
い
う
願
っ
て
も
な
い
と
こ
ろ
に
来
た
中
浜
万
次

郎
の
懐
の
中
に
入
り
込
も
う
と
し
、
遂
に
は
定
経
の
宿
ま
で
来
さ
せ
る
迄
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
万
次
郎
は
⑸
の
時
に
は
韮
山
代
官
手
付
か
ら
既
に
離
れ

て
い
る
。

　

更
に
定
経
は
、（
⑹
直
前
の
）
元
治
元
年
五
月
三
日
に
横
浜
の
ア
メ
リ
カ

「
異
人
館
」
に
出
掛
け
、
七
日
頃
ま
で
滞
在
し
、
黒
船
に
乗
り
込
ん
で
「
蒸
気

船
仕
掛
ケ
」
に
警
嘆
し
、
ま
た
、
浜
田
彦
蔵
（
ア
メ
リ
カ
彦
蔵
、
ジ
ョ
セ
フ
・

ヒ
コ
）
と
も
「
長
話
し
」
を
し
て
い
る
。
定
経
は
、
興
味
と
共
に
行
動
力
も
ま

た
並
外
れ
た
大
き
さ
を
持
っ
て
い
る
。

○
平
田
鉄
胤

平
田
篤
胤
の
養
嗣
子
。
篤
胤
は
既
に
没
し
て
い
る
。

⑴
嘉
永
七
年
六
月
八
日

同
人
（
弥
八
郎
な
る
者
）
平
田
銕
胤
先
生
方
へ
参
候
ニ
付
、
書
籍
か
り
候

事
を
も
咄
ス
、
昼
頃
い
ろ

く
持
来
候
也

⑵
嘉
永
七
年
七
月
二
日

七
ツ
前
ゟ
弥
八
郎
同
道
平
田
篤
胤
先
生
息
内
蔵
殿
方
へ
行
、
是
迄
虎
吉
ゟ

ハ
文
通
い
た
し
置
候
也
、
屋
敷
ハ
佐
竹
公
元
鳥
越
中
屋
敷
也
、
早
速
銕
胤

先
生
出
て
被
参
拝
会
、
種
々
雑
話
す
、
又
篤
胤
先
生
の
得
ら
れ
た
る
所
の

天
の
石
笛
を
吹
て
見
な
と
す
、（
以
下
略
）

⑶
安
政
二
年
六
月
二
十
三
日

一
金
壱
分
三
朱
也　

春
吉
取
賄
分
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内
金
弐
朱
ト
弐
百
七
拾
弐
文　

平
田
先
生
写
本
代
残

　

骨
董
に
も
早
速
目
を
付
け
て
い
る
）
18
（

。

　

右
の
他
に
、
本
人
そ
の
人
で
は
な
く
そ
の
子
弟
が
出
て
く
る
場
合
が
あ
る
。

前
稿
で
掲
げ
た
「
あ
し
の
屋
検
校
の
娘
と
姪
」
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
と

同
様
の
例
を
掲
げ
て
お
く
。

⑴
「
靏
峯
先
生
之
娘
」（
安
政
二
年
二
月
二
十
三
日
条
）　

靏
峯
先
生
は
鶴
峯

戊
申
で
あ
ろ
う
。

⑵
「
岸
本
由
津
流
派
の
国
学
師
」「
荒
川
ユ
ツ
ル
の
子
也
」（
嘉
永
七
年
五
月

八
日
条
）

⑶
「
式
亭
三
馬
宅
薬
弐
ふ
く
・
紅
ふ
て
三
本
代
」（
安
政
二
年
八
月
十
日
条
）

宅
は
、
三
馬
が
経
営
し
て
い
た
薬
屋
の
こ
と
で
、
三
馬
の
子
、
小
三
馬
は

嘉
永
六
年
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
小
三
馬
の
後
の
経
営
に
な
る
店
で
あ
ろ

う
。

　

本
稿
で
述
べ
た
い
こ
と
は
お
お
よ
右
の
如
く
で
あ
る
。
叙
述
は
自
ず
と
定
経

に
焦
点
が
行
っ
た
の
だ
が
、
定
経
の
好
奇
心
と
追
求
心
・
行
動
力
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
に
は
改
め
て
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
た
。

追
記

一
、
本
稿
を
な
す
に
当
り
、
前
稿
及
び
前
々
稿
と
同
様
、
角
田
桜
岳
玄
孫
角
田

万
幸
様
、
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
各
位
、
富
士
市
若
月
正
己
様
の
御
高
配

を
戴
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注
１　

⑴ 

「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
六
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（「
成
蹊
国
文
」
四
三
号　

平
成
二
二
年
三
月
）

⑵
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
五
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（「
成
蹊
国
文
」
四
二
号　

平
成
二
一
年
三
月
）

　
　

な
お
、
安
藤
野
雁
に
つ
い
て
の
右
掲
以
外
の
拙
稿
を
左
に
掲
げ
て
お
く
。

⑶
「
安
藤
野
雁
考
（
一
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
三
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
四
七
年
一
一
月
刊
）

⑷
「
安
藤
野
雁
考
（
二
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
四
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
四
八
年
一
一
月
刊
）

⑸
「
安
藤
野
雁
考
（
三
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
五
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
五
〇
年
一
〇
月
刊
）

⑹
「
安
藤
野
雁
考
（
補
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
一
五
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
六
一
年
九
月
刊
）

⑺
「
翻
刻
・
安
藤
野
雁
『
野
雁
集
』（
常
葉
本
）（「
成
蹊
国
文
」
二
〇
号　

昭
和
六

二
年
三
月
）

⑻
「
翻
刻
・
安
藤
野
雁
『
旅
路
の
草
の
葉
』（「
成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
」
二
四
号

　

平
成
元
年
一
二
月
）

⑼
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
二
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
二
二
冊　

笠
間
書
院　

平
成
一
〇
年

三
月
刊
）

⑽
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
三
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
二
四
冊　

笠
間
書
院　

平
成
一
三
年

六
月
刊
）

⑾
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
四
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（「
成
蹊
国
文
」
三
七
号　

平
成
一
六
年
三
月
）

２　
『
角
田
桜
岳
日
記
五
』（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
編　

平
成
二
一
年
三
月
）。
こ
こ
に

は
整
理
番
号
四
十
四
か
ら
五
十
四
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
四
十
四
か
ら
四
十
七

は
元
治
二
年
三
月
か
ら
慶
応
二
年
十
月
ま
で
の
分
（
欠
落
あ
り
）
で
あ
り
、
野
雁
は

熊
谷
・
胃
山
に
居
る
の
で
登
場
し
な
い
し
、
野
雁
周
辺
の
人
達
も
見
出
せ
な
い
。
彼

等
が
見
ら
れ
る
の
は
「
東
行
記
」（
整
理
番
号
四
十
八
）
以
下
に
お
い
て
で
あ
る
。
以

下
し
ば
ら
く
、
四
十
八
以
後
を
採
り
上
げ
て
い
く
。



― 12 ―

３　
「
東
行
記
」（
整
理
番
号
四
十
八
）。
前
稿
に
お
い
て
は
、
定
経
の
出
府
が
な
か

く

実
現
し
て
い
な
い
と
記
し
た
が
、
思
い
の
外
早
く
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

４　

注
１
⑷
拙
稿

５　
『
和
学
講
談
所
御
用
留
六
』（
斎
藤
政
雄
著
『『
和
学
講
談
所
御
用
留
』
の
研
究
』　

平
成
一
〇
年
一
月
刊　

国
書
刊
行
会
）

６　

注
１
⑵
拙
稿
に
お
い
て
採
り
上
げ
た
。

７　

⑵
⑶
⑸
は
「
東
行
記
」（
整
理
番
号
五
十
）
⑷
は
整
理
番
号
三
十
の
日
記
（『
角
田

桜
岳
日
記　

三
』）。
⑶
の
「
山
崎
武
陵
」
の
個
所
は
所
収
本
に
は
、「
山
崎
民
陵
」
と

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
原
文
に
「
山
崎
武
陵
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
依
っ
た
。

８　
『
和
学
講
談
所
御
用
留
』
の
「
一
」
及
び
「
六
」（
注
５
参
照
）

９　
「
豆
行
記
」（
整
理
番
号
四
十
九
）

10　

注
１
⑹
及
び
⑻
の
拙
稿

11　

成
田
仏
教
図
書
館
（
成
田
市
新
勝
寺
）
蔵
本
（
刊
本
）
に
よ
る
と
、
外
題
は
「
総

南
詩
稿
」
内
題
は
「
総
南
詩
稾
」
と
あ
る
。
定
経
は
内
題
の
稾
を
藁
と
誤
読
し
た
の

で
あ
ろ
う
。『
国
書
総
目
録
』
に
「
総
南
詩
藁
」
と
あ
る
の
も
同
様
の
誤
読
に
基
づ
く

情
報
に
依
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
右
『
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
刊

年
は
弘
化
四
年
。
所
蔵
は
成
田
図
書
館
と
米
本
図
書
館
（
甲
集
）。
し
か
し
現
在
は
、

前
者
が
成
田
仏
教
図
書
館
（
甲
集
の
み
）、
後
者
は
現
在
閉
館
し
当
該
書
は
所
在
不
明
。

　

成
田
仏
教
図
書
館
蔵
本
（
甲
集
）
に
は
刊
年
は
不
記
。
恐
ら
く
逸
書
と
な
っ
て
い
る

乙
集
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

12　
『
角
田
桜
岳
日
記　

三
』
所
収
の
日
記
（
整
理
番
号
三
十
）

13　

前
掲
「
豆
行
記
」
及
び
「
東
行
記
」（
整
理
番
号
五
十
）

14　

こ
の
記
事
前
年
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
十
五
日
条
に
「
野
雁
子
へ
申
ニ

吾
江
戸
へ
も
可
参
事
あ
ら
ん
、
吉
沢
翁
之
伝
等
定
メ
置
度
」
と
あ
る
。
春
村
へ
の
依

頼
は
野
雁
の
紹
介
に
よ
る
の
か
。
吉
沢
翁
が
い
か
な
る
人
物
か
は
不
明
。

15　
『
和
歌
大
辞
典
』（
昭
和
六
一
年
刊　

明
治
書
院
）、『
国
書
人
名
辞
典
』（
一
九
九
五

年
刊　

岩
波
書
店
）
な
ど

16　

注
１
⑷
拙
稿

17　
「
入
八
拾
四
文　

馬
喰
町
三
□
屋
ゟ
川
柳
入
差
引
過
上
分
」（
安
政
二
年
六
月
十
六

日
条
）
と
い
う
記
事
も
あ
る
が
、
詳
細
不
明
。

18　

他
に
、「
野
之
口
ハ
留
主
也
」（
安
政
元
年
九
月
八
日
条
）
の
野
之
口
は
、
野
々
口

（
大
国
）
隆
正
か
、
ま
た
「 

松
町
ニ
遇
居
罷
在
候
野
元
隆
正
」（
嘉
永
七
年
五
月

十
七
日
条
）
も
同
じ
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
確
認
で
き
な
い
。

 

（
え
ん
ど
う
・
ひ
ろ
し　

本
学
名
誉
教
授
）


